
2021 年度前半期東北地区産科婦人科学会・医会連絡会 

東北連合産科婦人科学会役員会および日本産婦人科医会 東北ブロック協議会 議事録 

 

 

日時：2021年 6月 12日（土）16：00～17：00 

開催形式：WEB会議（オンライン） 

     または、各県の学会・医会が指定した会場で WEB会議参加 

 

Ⅰ 開会の辞                      [学 会 長]  野口まゆみ 

 

 野口まゆみ先生より挨拶；学術講演会は、現時点で 450名の参加登録あり。 

 八重樫先生よりコメント；会員 900名のはずなので半分の登録、過去最多では。 

                   

Ⅱ 東北連合産科婦人科学会役員会             [常任委員]  八重樫伸生 

 

報告事項 

１．庶務報告 （資料 1～5）                       永井 智之 

資料１～５について、永井先生より報告（下記） 

資料１ 東北連合産科婦人科学会担当県・大学および会長について報告。2020年度は

2回とも延期。150回は新潟大学榎本教授、151回は宮城県濵﨑先生、152回は岩手医

大馬場先生の予定。 

資料２ 北日本産科婦人科学会担当校について報告。 

資料３ 東北連合産科婦人科学会役員について、変更があった先生を報告 

 → 福島の功労会員に武市和之先生を追加 

資料４ 会員数と会費納入状況について報告。 

 → 山形大学永瀬先生より、青森の 2020年度の会員数は誤りではないかと指摘あり。 

   確認することとなった。 

資料５ 物故会員について報告。 

 

２．第 150回東北連合・第 68回北日本産科婦人科学会（新潟大）（資料 6）  永井 智之 

永井先生より、会期と、会長について報告。完全 WEB開催の予定。 

 

３．第 151回東北連合産科婦人科学会（宮城県）（資料 7）           濵﨑 洋一 

濵﨑先生より報告。日程、会場について、現地発表の方向で検討中。 

 

４．第 152回東北連合・第 69回北日本産科婦人科学会（岩手医大）（資料 8）永井 智之 

岩手医大馬場先生より報告。状況次第だが、懇親会については厳しい状況が続いてい

るのではないかと予想している。 



 

５．日本産科婦人科学会理事会報告（資料 9）         永瀬 智、八重樫伸生 

八重樫先生より報告。 

・2021年度専門医試験について。各県で単独開催。8/29(日)1日で行う。午前筆記、

午後面接。受験者１名に対し、試験官は従来は３名だったが、今回は２名。 

・専門医制度所審査単位について、e-learningの上限は設けない。 

・「専門医の認定・更新」に関する補足説明について。いま議論になっている。地方で

何年間か研修させようという意見が出ているが、反対意見も出ている。32ページ以

降の資料を参照。 

 

６．その他  

永瀬先生より。腫瘍委員会が先日あり。頸癌の進行期変更について、十分周知されて

いないのではないかという意見あり、この場で周知。また、災害時、各施設・各県で

登録をしてほしい旨連絡あり。 

 

協議事項 

１．2020年度東北連合産科婦人科学会収入支出決算（案）並びに監査報告 永井 智之 

  （資料 10） 

永井先生より報告。東北連合延期に伴い収入がゼロになったものあり。支出も減って

いる。渡部洋先生および野口まゆみ先生より承認されている。 

渡部洋先生より。収入・収支に不正がないこと確認した。 

会場より承認あり。 

 

２．2021年度東北連合産科婦人科学会収入支出予算（案）（資料 11）   永井 智之 

永井智之先生より、収入支出予算について報告。 

八重樫先生より。繰り越し以前より減ってきてそろそろゼロにと思ったが、COVID19

の影響でまた増えた。健全な運営となっている。 

会場より承認あり。 

 

３．2021年度後半期東北地区産科婦人科学会・医会連絡会                 永井 智之                       

2022年 2月 20日(日) 江陽グランドホテル (資料なし)           

八重樫先生より。会場をおさえている。 

 

４．第 153回東北連合産科婦人科学会の担当県（秋田県）（資料なし）       髙橋  道 

2023年開催予定   

高橋先生より。秋田駅前のホテルで開催予定。日程は今後、諸先生と相談して決め 

る予定。 

 



 

５．今年度の専門医試験について（資料なし）           徳永 英樹 

徳永先生より。今年の二次審査は昨年に続き、都道府県ごとの開催。合同開催でもよ

いそうだが、アンケートでは、おおむね単独開催。山口県のみ受験者１人で福岡で受

験。「ブロックごとでの開催でもいいのでは」という意見もあったが、各県に確認

し、県ごと単独開催の方向となった。参加の東北地方各県に、単独開催でよいかの意

思を確認し、各県とも了承あり。 

実施の方法は昨年から大きな変更点なし。 

理事会報告について。日産婦は８月開催。例年、４月の学術集会での単位取得を期待

されている先生がいるが、今度はそうはならないので、更新の際にかけこみでの単位

取得はできないので注意を。更新は４月までの単位取得。 

 

６．その他  

  とくになし 

 

Ⅲ 日本産婦人科医会 東北ブロック協議会 

・別紙参照 

 

Ⅳ 閉会の辞                               濵﨑 洋一 

  

（文責：平賀裕章、永井智之、齋藤昌利） 

 

 


